
6第2回発達支援サポーター養成講座 受付中ほか

チック症とトゥレット症
育児は教科書通りに進まない
ハッピーママの倖せは健康から
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第 � 回 発達支援サポーター養成講座

詳細等は Facebook、ホームページにて最新の情報を御案内しておりますので参照ください。

発達に課題がある人のための災害時に備えと対応のポイント3 年 3 月

親亡き後に備えて　～新しい相続法をふまえた遺言と相続～3 年 1 月 31 日

行動分析学講座　初級編 �12 月 20 日

行動分析学講座　初級編 �10 月 25 日

発達障害を知る講座9 月

6 月 行動分析学講座 初級編 �

ビデオ会議システム zoom( ズーム ) を利用したオンライン講座です
※ 市民活動サポートセンターみんくるが会場の貸出が可能な場合は会場でも聴講可の予定です

講師 日時 � 月 �� 日　日曜日　��:�� ～ ��:��朝倉博実先生（春日原小学校　校長）

申込受付中 !

8 月 行動分析学講座 初級編 �

ビデオ会議システム zoom( ズーム ) を利用したオンライン講座です
※ 市民活動サポートセンターみんくるが会場の貸出が可能な場合は会場でも聴講可の予定です

講師 日時 � 月 � 日　日曜日　��:�� ～ ��:��朝倉博実先生（春日原小学校　校長）

申込受付中 !

080-4289-9796（鳥村）ご連絡・お問合せ info.happymamaclub@gmail.com

090-8837-8925（重松） 080-4289-9796（鳥村）ご連絡・お問合せ info.happymamaclub@gmail.com

ギフテッドの会のお誘い

⚫ 話の通じる人とお話をしたい
⚫ どんな情報でもいいから知りたい 
⚫ 一緒に啓発活動がしたい

　発達障がいについて関わりたい方、理由を
問わずお待ちしております。一度参加してみま
せんか？参加費は無料です。「参加してみたい」
「興味がある」という方は、お電話かメールを
お願いします。
　開催日時等については、 Facebook または 
ホームページにて御案内しております。

ビデオ会議システム zoom( ズーム )
を使用しております。お手持ちのス
マートフォンまたはパソコンにて、
zoom をご準備ください。不明点な
どありましたらお気軽にお問い合わ
せください。

Facebook

Homepage

サポーターになってください
皆様にたくさんの情報をお届けしたいと頑張っています。

あなたのサポートで、ハピママ通信はよりハッピーな雑誌になります。

御名前を掲
載させてい

ただきます
!

① 個人様・一口 5,000円（1年間）

② 法人様・月額 3,000円（年間30,000円）

③ 法人様・月額 5,000円（年間50,000円）

※お振込後に（雑誌送付先）をお電話、メールにてお知らせください。

福岡銀行 久留米支店(631) 普通 3013651
特定非営利活動法人ハッピーママくらぶ
理事 鳥村孝子

サポート頂いた方には毎月、
ハッピーママくらぶ通信をお送りいたします。
企業様からのご支援につきましては
直接お問い合わせお願いしております。

振 込 先
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会場 筑水会館
参加費 2,000円

日時 2021年春

コロナウイルス
感染拡大防止の為
延期致しました！

ファミリーコンサートファミリーコンサートファミリーコンサート弦楽四重奏弦楽四重奏
ハッピーママくらぶチャリティー

とき 来春開催予定 共同ホール
 (石橋文化センター内 )

ばしょ さんかひ 大人 3,000 円
こども 1,000 円 (未就学児無料)

全日本学生音楽コンクール北九州大会中学校の
部3年連続上位入賞。全国大会入賞。Euro Music 
Academy にて名誉ディプロマ受賞。フィデリオコン
クール（ウィーン）にて入賞。これまでに原田幸一郎、
西和田ゆう、扇谷泰朋、佐藤仁美、景山誠治各氏
に師事。桐朋女子高等学校音楽科卒業後、旧
ウィーンコンセルヴァトリウム私立音楽大学に在籍。
現在 、Boris Brovtsyn 氏に師事。2020年5月より
九州交響楽団セカンドヴァイオリン首席奏者。

全日本学生音楽コンクール北九州大会中学校の
部3年連続上位入賞。全国大会入賞。Euro Music 
Academy にて名誉ディプロマ受賞。フィデリオコン
クール（ウィーン）にて入賞。これまでに原田幸一郎、
西和田ゆう、扇谷泰朋、佐藤仁美、景山誠治各氏
に師事。桐朋女子高等学校音楽科卒業後、旧
ウィーンコンセルヴァトリウム私立音楽大学に在籍。
現在 、Boris Brovtsyn 氏に師事。2020年5月より
九州交響楽団セカンドヴァイオリン首席奏者。

山下大樹（Vn）山下大樹（Vn）

作陽音楽大学卒業、卒業後同大学講師を務める。
1985 年 九州交響楽団ヴィオラ奏者として入団。
アルト・クレフ大濠代表、九州室内合奏団主宰。

「やまちゃん」の愛称で親しまれ、2006 年から始
めた「Yamaちゃんのおしゃべりコンサート」は昨年
6月に第52回を迎えた。1988年から1994年まで
福岡教育大学非常勤講師を務め、アクロス弦楽合
奏団で奏者としても活躍中。あかし幼稚園ヴァイ
オリン教室講師、西南学院中学校弦楽部特別
講師、フィルハーモニア福岡弦楽器トレーナー。

作陽音楽大学卒業、卒業後同大学講師を務める。
1985 年 九州交響楽団ヴィオラ奏者として入団。
アルト・クレフ大濠代表、九州室内合奏団主宰。

「やまちゃん」の愛称で親しまれ、2006 年から始
めた「Yamaちゃんのおしゃべりコンサート」は昨年
6月に第52回を迎えた。1988年から1994年まで
福岡教育大学非常勤講師を務め、アクロス弦楽合
奏団で奏者としても活躍中。あかし幼稚園ヴァイ
オリン教室講師、西南学院中学校弦楽部特別
講師、フィルハーモニア福岡弦楽器トレーナー。

山下典道（Vla）山下典道（Vla）

宮城県出身。5 歳よりヴァイオリンを始める。
宮城県仙台第二高等学校を経て東京藝術大学
を卒 業。宮 城 県 芸 術 協 会 音 楽コンクール
第 1 位。これまでに菊池恭江、副島典子、木村
恭子、玉井菜採、ヤン・ソンシク、篠崎史紀各氏
に師事。シュロモ・ミンツ、フェリックス・アーヨ、
ロドニー・フレンド各氏のマスタークラスを受講。
2019年11月より九州交響楽団ヴァイオリン奏者。

宮城県出身。5 歳よりヴァイオリンを始める。
宮城県仙台第二高等学校を経て東京藝術大学
を卒 業。宮 城 県 芸 術 協 会 音 楽コンクール
第 1 位。これまでに菊池恭江、副島典子、木村
恭子、玉井菜採、ヤン・ソンシク、篠崎史紀各氏
に師事。シュロモ・ミンツ、フェリックス・アーヨ、
ロドニー・フレンド各氏のマスタークラスを受講。
2019年11月より九州交響楽団ヴァイオリン奏者。

飯田拓斗（Vn）飯田拓斗（Vn）

10歳よりチェロを始める。東京藝術大学大学院
修士課程を修了。在学中に安宅賞、アカンサス
音楽賞を受賞。全日本学生音楽コンクール、
ビバホールチェロコンクールなど、多数のコン
クールにおいて上位入賞。また、ARC TRIO の
メンバーとして2016 年度青山音楽賞 (バロック
ザール賞)を受賞。これまでにチェロを松波恵子、
植木昭雄、山崎伸子、藤森亮一の各氏に師事。
2018年1月より、九州交響楽団首席チェロ奏者。

10歳よりチェロを始める。東京藝術大学大学院
修士課程を修了。在学中に安宅賞、アカンサス
音楽賞を受賞。全日本学生音楽コンクール、
ビバホールチェロコンクールなど、多数のコン
クールにおいて上位入賞。また、ARC TRIO の
メンバーとして2016 年度青山音楽賞 (バロック
ザール賞)を受賞。これまでにチェロを松波恵子、
植木昭雄、山崎伸子、藤森亮一の各氏に師事。
2018年1月より、九州交響楽団首席チェロ奏者。

山本直輝（Vc）山本直輝（Vc）
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対
し
て
う
る
さ
い
と
注
意
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
先
生
や
友
達
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
︒

　
治
療
は
︑
チ
ッ
ク
症
の
重
症
度
や
経
過
に
個
人
差
が
大

き
く
︑
自
然
に
治
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
た
め
︑
チ
ッ
ク

症
の
す
べ
て
の
人
に
治
療
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

す
︒

　
し
か
し
︑
本
人
や
保
護
者
が
不
安
を
感
じ
︑
悩
ん
で
お

れ
ば
治
療
が
必
要
と
考
え
ま
す
︒
治
療
の
基
本
は
︑
チ
ッ

ク
症
状
を
も
つ
本
人
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
︑
本
人
が
チ
ッ

ク
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
す
︒
心
理
教
育
や
家
族
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
︒

　
併
存
症
特
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
へ
の
治
療
も
重
要
で
す
︒Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
と
チ
ッ
ク
症
が
併
存
し
て
い
る
場
合
は
︑α
２
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
受
容
体
作
動
薬
︵
商
品
名
：
イ
ン
チ
ュニ
ブ
︶
が
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
チ
ッ
ク
症
状
の
両
者
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
抗
精
神
病
薬
は
チ
ッ
ク
症
状
の
軽
減
に
最
も
確
実
で
︑

有
効
性
に
関
す
る
実
証
研
究
の
報
告
も
多
い
で
す
が
︑
副

作
用
と
天
秤
に
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
日
本
で
は
︑

リ
ス
ペ
リ
ド
ン
や
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す

が
︑
こ
の
２
剤
は
︑
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
児
の
興
奮
や
自

傷
・
他
害
な
ど
に
わ
が
国
で
は
保
険
適
応
し
て
い
ま
す
︒

          

運
動
チ
ッ
ク

音
声
チ
ッ
ク

単純性複雑性

まばたき
顔しかめ
首振り
肩すくめ

咳払い
鼻をならす
のどをならす
声をあげる

白目をむく
飛び跳ねる
腕を屈伸する
においを嗅ぐ
叩く

音声や言葉の繰返し
不適切な言葉を言う
最後に聞いた言葉
　や音節の繰り返し
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チ
ッ
ク
症
状
は
︑
不
随
意
運
動
︵
自
分
勝
手
に
動
い
て

し
ま
う
運
動
︶
に
分
類
さ
れ
て
い
て
︑
自
分
の
意
志
と
は

関
係
な
く
︑
す
ば
や
く
繰
り
返
す
筋
肉
の
動
き
を
言
い
ま

す
︒
チ
ッ
ク
症
状
は
︑
一
過
性
の
も
の
︵
暫
定
的
チ
ッ
ク
症
︶

を
含
め
る
と
５
人
に
１
人
は
経
験
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

男
児
は
女
児
よ
り
も
罹
患
し
や
す
い
で
す
︒

　
チ
ッ
ク
症
状
は
︑大
き
く
﹁
運
動
チ
ッ
ク
︵
身
体
の
動
き
︶﹂

と
﹁
音
声
チ
ッ
ク
︵
音
声
と
し
て
出
る
︶﹂
に
分
か
れ
︑
さ

ら
に
﹁
単
純
チ
ッ
ク
﹂と
﹁
複
雑
チ
ッ
ク
﹂に
分
け
ら
れ
ま
す
︒

　
単
純
性
運
動
チ
ッ
ク
は
︑
ま
ば
た
き
︑
顔
し
か
め
︑
首

振
り
︑
肩
す
く
め
な
ど
の
症
状
︒
単
純
性
音
声
チ
ッ
ク
は
︑

咳
払
い
︑鼻
や
の
ど
を
な
ら
す
︑声
を
あ
げ
る
な
ど
の
症
状
︒

複
雑
性
運
動
チ
ッ
ク
は
︑
白
目
を
む
く
︑
飛
び
跳
ね
る
︑

腕
を
屈
伸
す
る
︑
に
お
い
を
嗅
ぐ
︑
叩
く
な
ど
の
症
状
︒

複
雑
性
音
声
チ
ッ
ク
は
︑
自
分
自
身
の
音
声
や
言
葉
の
繰

り
返
し
や
わ
い
せ
つ
な
言
葉
や
不
適
切
な
言
葉
を
言
う︵
汚

言
症
︶︑
最
後
に
聞
い
た
言
葉
や
音
節
の
繰
り
返
し
︵
反

響
言
語
︶
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
︒
チ
ッ
ク
の
症
状
は
と

て
も
多
彩
な
の
で
す
︒

︵
文
末
の
図
を
参
照
︶

　
チ
ッ
ク
は
症
状
を
表
す
と
同
時
に
︑﹁
チ
ッ
ク
症
﹂
と
い

う
診
断
名
と
し
て
使
い
ま
す
︒運
動
チ
ッ
ク
ま
た
は
音
声
チ
ッ

ク
が
１
年
以
上
続
く
場
合
は
︑﹁
慢
性
チ
ッ
ク
症
﹂
と
呼
び

ま
す
︒

　
複
数
の
運
動
チ
ッ
ク
と
音
声
チ
ッ
ク
の
両
方
の
症
状
を
１

年
以
上
持
ち
続
け
る
場
合
に
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
と
診
断
さ
れ
︑

重
症
な
チ
ッ
ク
症
を
持
つ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
︑﹁
ト
ゥ
レ
ッ

ト
症
﹂
で
す
︒

　
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
の
推
定
有
病
率
は
︑
学
童
期
の
子
ど
も

一
︑〇
〇
〇
人
あ
た
り
３
～
８
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒ト
ゥレ
ッ

ト
症
で
は
︑
運
動
チ
ッ
ク
と
音
声
チ
ッ
ク
は
同
時
に
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
︒

　
暫
定
的
チ
ッ
ク
症
や
慢
性
チ
ッ
ク
症
の
患
者
さ
ん
の
多
く

は
特
別
な
治
療
を
必
要
と
せ
ず
︑
心
理
教
育
を
行
い
な
が

ら
︑
本
人
や
家
族
が
心
配
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
相
談
に
の

り
な
が
ら
経
過
観
察
を
お
こ
な
い
ま
す
︒

　
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
の
典
型
的
な
経
過
で
す
︒
ま
ば
た
き
や
首

を
振
る
等
の
単
純
運
動
チ
ッ
ク
が
４
～
５
歳
頃
で
出
現
し
︑

１
～
２
年
後
に
音
声
チ
ッ
ク
が
発
症
︒
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
複
雑
な
チ
ッ
ク
が
増
え
て
︑

１０
歳
過
ぎ
て
最
も
チ
ッ
ク

が
重
症
に
な
り
︑そ
の
後
軽
快
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
︒

た
だ
し
︑
症
状
の
波
に
は
個
人
差
が
大
き
く
︑
成
人
し
て

も
中
等
度
以
上
の
チ
ッ
ク
症
状
を
も
つ
人
が
５
分
の
１
程
度

存
在
し
ま
す
︒

　
チ
ッ
ク
症
状
に
短
期
的
・
中
期
的
な
波
が
あ
り
︑
１
日

の
中
で
も
波
が
あ
り
ま
す
︒
人
に
よ
っ
て
は
︑
ス
ト
レ
ス
や

不
安
︑
疲
労
な
ど
に
よ
っ
て
チ
ッ
ク
が
増
え
や
す
い
よ
う
で

す
︒
確
か
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
チ
ッ
ク
が
増
え
る
場
合

も
多
い
で
す
が
︑
逆
に
家
に
帰
っ
て
︑
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時

に
チ
ッ
ク
が
増
え
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
︒
集
中
し
て
い
る

と
き
や
睡
眠
中
に
は
チ
ッ
ク
は
目
立
た
な
い
で
す
︒

　
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
に
は
︑Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
強
迫
症
な
ど
の
併
存

症
を
伴
う
こ
と
が
多
い
こ
と
は
治
療
を
考
え
る
上
で
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
︒
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
を
も
つ
子
ど
も
の
半
数

以
上
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
︑
約
３
分
の
１
に
強
迫
症
が
あ
り
ま

す
︒

　
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
や
学
習
障
害
な
ど
を
併
存
す
る

場
合
も
あ
り
︑
周
囲
か
ら
の
か
ら
か
い
な
ど
か
ら
不
安
障

害
や
う
つ
病
な
ど
の
二
次
障
害
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
強
迫
症
な
ど
の
併
存
症
の
方
が
︑
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
る
た
め
︑
チ
ッ
ク
症
状
よ

り
も
︑Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
治
療
を
優
先
し
た
方
が
良
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
︒

　
冒
頭
で
チ
ッ
ク
症
状
は
︑
不
随
意
運
動
︵
自
分
勝
手
に

動
い
て
し
ま
う
運
動
︶
と
書
き
ま
し
た
が
︑
最
近
で
は
︑

完
全
に
不
随
意
な
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
︒
チ
ッ
ク
の
前
に
む
ず
む
ず
す
る
感
じ
や
圧
迫
感
の
よ
う

な
内
的
な
感
覚
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
︑

こ
の
感
覚
を
前
駆
衝
動
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
こ
の
前
駆
衝
動
は
︑
幼
少
期
に
は
本
人
も
気
づ
か
な
い

の
で
す
が
︑
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
前
駆
衝
動
の
存
在

を
感
じ
る
割
合
が
増
え
て
き
ま
す
︒
チ
ッ
ク
を
短
時
間
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
割
合
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増

え
て
き
ま
す
︒
抑
え
る
と
い
っ
て
も
︑
１
～
数
分
以
内
で
︑

抑
制
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
︒

　
チ
ッ
ク
は
育
て
方
や
ス
ト
レ
ス
の
み
が
原
因
で
は
な
く
︑

生
ま
れ
つ
き
チ
ッ
ク
が
出
や
す
い
遺
伝
素
因
が
あ
り
︑
ス
ト

レ
ス
や
周
囲
の
無
理
解
な
ど
の
環
境
要
因
が
加
わ
っ
て
生
じ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
友
達
が
チ
ッ
ク
の
ま
ね
を
す
る
と
か
︑

音
声
チ
ッ
ク
に
対
し
て
う
る
さ
い
と
注
意
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
先
生
や
友
達
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
︒

　
治
療
は
︑
チ
ッ
ク
症
の
重
症
度
や
経
過
に
個
人
差
が
大

き
く
︑
自
然
に
治
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
た
め
︑
チ
ッ
ク

症
の
す
べ
て
の
人
に
治
療
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

す
︒

　
し
か
し
︑
本
人
や
保
護
者
が
不
安
を
感
じ
︑
悩
ん
で
お

れ
ば
治
療
が
必
要
と
考
え
ま
す
︒
治
療
の
基
本
は
︑
チ
ッ

ク
症
状
を
も
つ
本
人
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
︑
本
人
が
チ
ッ

ク
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
す
︒
心
理
教
育
や
家
族
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
︒

　
併
存
症
特
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
へ
の
治
療
も
重
要
で
す
︒Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
と
チ
ッ
ク
症
が
併
存
し
て
い
る
場
合
は
︑α
２
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
受
容
体
作
動
薬
︵
商
品
名
：
イ
ン
チ
ュニ
ブ
︶
が
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
チ
ッ
ク
症
状
の
両
者
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
抗
精
神
病
薬
は
チ
ッ
ク
症
状
の
軽
減
に
最
も
確
実
で
︑

有
効
性
に
関
す
る
実
証
研
究
の
報
告
も
多
い
で
す
が
︑
副

作
用
と
天
秤
に
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
日
本
で
は
︑

リ
ス
ペ
リ
ド
ン
や
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す

が
︑
こ
の
２
剤
は
︑
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
児
の
興
奮
や
自

傷
・
他
害
な
ど
に
わ
が
国
で
は
保
険
適
応
し
て
い
ま
す
︒

          

運
動
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ク
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声
チ
ッ
ク

単純性複雑性

まばたき
顔しかめ
首振り
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咳払い
鼻をならす
のどをならす
声をあげる
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腕を屈伸する
においを嗅ぐ
叩く
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自分自身が障がい者になり初めて障がいの世界を知り、
その中であまりにもずさんな福祉を目の当たりにし、本当の福祉をやりたいと強く思い famille を立ち上げました。

スタッフ皆、福祉に熱い気持ちをもち取り組んでいます。
私達は志を元に安心してもらえる事業所作りを目指しています。

成長の喜びを共有し、子ども達をずっと見守り続け手厚く支援いたします。

〒830-0051 福岡県久留米市南 1-15-10
お子様のご様子が不安に感じましたらまずお電話をください。

生活に密着したスキルの育成バランスの良いカリキュラム
発達障がいに関する専門知識と経験を有した指導員が、
運動と学習をバランス良く提供いたします。カリキュラ
ムにも工夫して、楽しみながら学べる環境を心がけます。

生活面に効果をもたらすスキルを習得し、身体と心を育
てていきます。●落ち着きね我慢する力 ●コミュニケー
ション力 ●感情のコントロール ●集団生活など

 月〜金曜日 ... 放課後〜18:00
 夏・冬・春休み ... 9:00〜18:00  週 5 日利用可能

療育を必要とする小学生から高校生を対象に、放課後の時間を安
心して過ごせるように、ファミーユならではの運動や遊び、学習
等のサポートを提供しています。 久留米市、筑後市であれば送迎対応も可能です。施設見

学や短時間体験は随時承っておりますので、お気軽にご
相談ください。

利用者さん募集 !

0942-37-1276
知的障害・発達障害児 放課後等デイサービス

放課後等デイサービス

自分自身が障がい者になり初めて障がいの世界を知り、
その中であまりにもずさんな福祉を目の当たりにし、本当の福祉をやりたいと強く思い famille を立ち上げました。

スタッフ皆、福祉に熱い気持ちをもち取り組んでいます。
私達は志を元に安心してもらえる事業所作りを目指しています。

成長の喜びを共有し、子ども達をずっと見守り続け手厚く支援いたします。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
の
倖
せ
は
健
康
か
ら

　
初
夏
で
す
ね
︒
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
で
す
︒

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
社
会
の
変
化
一
気
に
行
き
そ
う
で
す
︒
テ
レ
ワ
ー
ク
︑オ
ン
ラ
イ
ン
︑

ア
バ
タ
ー
な
ど
昭
和
生
ま
れ
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
︒

　
今
︑
地
球
環
境
が
と
て
も
良
い
そ
う
で
す
︒
温
暖
化
の
中
で
空
気
が
汚
れ
遠
く
が
見
え

な
か
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
山
々
が
見
え
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
︒
飛
行
機
︑
車
︑
工
場
か
ら

と
化
石
燃
料
の
減
少
で
地
球
は
喜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒

　﹁
こ
の
機
会
に
生
活
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
﹂
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
西
野
先
生

が
︑家
族
み
ん
な
で
見
直
す
よ
う
に
と
新
聞
に
投
稿
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
︒
西
野
先
生
は
︑

精
神
医
学
と
睡
眠
医
学
を
専
門
と
さ
れ
︑
発
達
段
階
に
あ
る
子
供
の
睡
眠
は
大
人
以
上

に
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
西
野
先
生
に
よ
る
と
人
間
の
脳
は
︑
生
ま
れ
て
く
る
時

は
未
熟
な
状
態
で
あ
っ
て
︑
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
大
人
並
に
な
る
の
は
12
歳
く
ら
い
な
の
だ

そ
う
で
す
︒

　
睡
眠
不
足
が
常
態
化
す
れ
ば
︑
そ
れ
が
負
債
と
し
て
蓄
積
し
体
内
時
計
の
混
雑
を
招

き
睡
眠
障
害
の
原
因
に
な
り
︑
イ
ラ
イ
ラ
や
キ
レ
や
す
く
先
生
の
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
り
︑
や
る
気
低
下
︑
倦
怠
感
や
身
体
症
状
も
出
る
と
の
こ
と
で
す
︒

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
事
の
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き
た
脳
内
ホ
ル
モ
ン
﹁
オ
キ
シ
ト
シ

ン
﹂
は
︑
家
族
や
仲
間
に
優
し
い
声
で
語
り
ふ
れ
あ
い
や
助

け
合
い
で
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
で
満
た
さ
れ
ま
す
︒

　
私
の
祖
母
が
﹁
親
の
す
る
こ
と
は
真
似
す
る
ぞ
﹂
と
言
っ

て
母
を
𠮟𠮟
𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟






𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟𠮟𠮟𠮟



𠮟
𠮟𠮟𠮟



倖
せ
ホ
ル
モ
ン
で
健
康
な
暮
ら
し
を
作
り
ま
し
ょ
う
ね
︒

産
直
や
蔵
肆

靍
久
ち
づ
子

〒
８
３
９-

０
８
６
３ 

久
留
米
市
国
分
町
２
９
６-

１

み
や
の
じ
ん
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

本
田
祐
佳

　
こ
ん
に
ち
は
︒

　
み
や
の
じ
ん
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
本
田
で
す
︒

　
上
の
子
は
２
年
生
な
の
で
︑久
し
ぶ
り
の
赤
ち
ゃ
ん
育
児
で
す
が
︑

﹁
あ
れ
？
﹂﹁
あ
れ
れ
？
？
？
﹂
み
た
い
な
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

　
一
歳
ま
で
は
特
に
丁
寧
に
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
に
︑
反
り
返
っ
た
り
︑
背
バ
イ
し
ち
ゃ
っ
た
り

 

　
離
乳
食
も
︑
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
︑
あ
れ
こ
れ
苦
戦
し
な

が
ら
学
び
直
し
中
で
す
︒

 

　﹁
良
く
噛
ん
で
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
元
気
な
子
﹂
を
目
標
に
我
が
子

に
学
ば
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒
ママ

や
パ
パ
に
喜
ば
れ
る
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

　
一
緒
に
楽
し
く
子
育
て
し
ま
し
ょ
う
♪

育
児
は
教
科
書
通
り
に
進
ま
な
い

N
O

CO
PY



ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
の
倖
せ
は
健
康
か
ら

　
初
夏
で
す
ね
︒
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
で
す
︒

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
社
会
の
変
化
一
気
に
行
き
そ
う
で
す
︒
テ
レ
ワ
ー
ク
︑オ
ン
ラ
イ
ン
︑

ア
バ
タ
ー
な
ど
昭
和
生
ま
れ
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
︒

　
今
︑
地
球
環
境
が
と
て
も
良
い
そ
う
で
す
︒
温
暖
化
の
中
で
空
気
が
汚
れ
遠
く
が
見
え

な
か
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
山
々
が
見
え
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
︒
飛
行
機
︑
車
︑
工
場
か
ら

と
化
石
燃
料
の
減
少
で
地
球
は
喜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒

　﹁
こ
の
機
会
に
生
活
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
﹂
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
西
野
先
生

が
︑家
族
み
ん
な
で
見
直
す
よ
う
に
と
新
聞
に
投
稿
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
︒
西
野
先
生
は
︑

精
神
医
学
と
睡
眠
医
学
を
専
門
と
さ
れ
︑
発
達
段
階
に
あ
る
子
供
の
睡
眠
は
大
人
以
上

に
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
西
野
先
生
に
よ
る
と
人
間
の
脳
は
︑
生
ま
れ
て
く
る
時

は
未
熟
な
状
態
で
あ
っ
て
︑
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
大
人
並
に
な
る
の
は
12
歳
く
ら
い
な
の
だ

そ
う
で
す
︒

　
睡
眠
不
足
が
常
態
化
す
れ
ば
︑
そ
れ
が
負
債
と
し
て
蓄
積
し
体
内
時
計
の
混
雑
を
招

き
睡
眠
障
害
の
原
因
に
な
り
︑
イ
ラ
イ
ラ
や
キ
レ
や
す
く
先
生
の
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
り
︑
や
る
気
低
下
︑
倦
怠
感
や
身
体
症
状
も
出
る
と
の
こ
と
で
す
︒

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
事
の
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き
た
脳
内
ホ
ル
モ
ン
﹁
オ
キ
シ
ト
シ

ン
﹂
は
︑
家
族
や
仲
間
に
優
し
い
声
で
語
り
ふ
れ
あ
い
や
助

け
合
い
で
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
で
満
た
さ
れ
ま
す
︒

　
私
の
祖
母
が
﹁
親
の
す
る
こ
と
は
真
似
す
る
ぞ
﹂
と
言
っ

て
母
を
𠮟𠮟
𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟






𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟
𠮟𠮟𠮟𠮟



𠮟
𠮟𠮟𠮟



倖
せ
ホ
ル
モ
ン
で
健
康
な
暮
ら
し
を
作
り
ま
し
ょ
う
ね
︒

産
直
や
蔵
肆

靍
久
ち
づ
子

〒
８
３
９-

０
８
６
３ 

久
留
米
市
国
分
町
２
９
６-

１

み
や
の
じ
ん
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

本
田
祐
佳

　
こ
ん
に
ち
は
︒

　
み
や
の
じ
ん
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
本
田
で
す
︒

　
上
の
子
は
２
年
生
な
の
で
︑久
し
ぶ
り
の
赤
ち
ゃ
ん
育
児
で
す
が
︑

﹁
あ
れ
？
﹂﹁
あ
れ
れ
？
？
？
﹂
み
た
い
な
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

　
一
歳
ま
で
は
特
に
丁
寧
に
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
に
︑
反
り
返
っ
た
り
︑
背
バ
イ
し
ち
ゃ
っ
た
り

 

　
離
乳
食
も
︑
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
︑
あ
れ
こ
れ
苦
戦
し
な

が
ら
学
び
直
し
中
で
す
︒

 

　﹁
良
く
噛
ん
で
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
元
気
な
子
﹂
を
目
標
に
我
が
子

に
学
ば
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒
ママ

や
パ
パ
に
喜
ば
れ
る
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

　
一
緒
に
楽
し
く
子
育
て
し
ま
し
ょ
う
♪

育
児
は
教
科
書
通
り
に
進
ま
な
い

N
O

CO
PY



1
枚

の
月
今　

オ
ス
は
青
色
で
︑
メ
ス
は
地
味
な
茶
系
︒
ス
ズ
メ
よ

り
少
し
大
き
い
︒
東
南
ア
ジ
ア
で
越
冬
を
し
︑
暖
か
く

な
る
と
繁
殖
の
為
に
日
本
に
や
っ
て
く
る
夏
鳥
︒

　
撮
影
し
た
久
留
米
某
所
は
休
憩
地
点
な
の
で
２
～
３

日
し
か
滞
在
し
な
い
︒
出
会
え
た
の
は
ス
ゴ
く
ラ
𠮟
キ
ー

だ
っ
た
︒

　
こ
の
オ
オ
ル
リ
で
す
が
︑﹁
瑠
璃
三
鳥
﹂
と
﹁
日
本
三

鳴
鳥
﹂
と
い
う
２
つ
の
称
号
を
持
つ
す
ご
い
鳥
で
す
︒

　
瑠
璃
三
鳥
と
は
︑
日
本
で
見
ら
れ
る
美
し
い
青
い
鳥

た
ち
３
種
の
事
︽
オ
オ
ル
リ
・
コ
ル
リ
・
ル
リ
ビ
タ
キ
︾

　
日
本
三
鳴
鳥
は
︑
字
の
ま
ま
鳴
き
声
の
綺
麗
な
鳥
の

事
︽
オ
オ
ル
リ
・
ウ
グ
イ
ス
・
コ

マ
ド
リ
︾

　
響
き
渡
る
と
て
も
綺
麗
な
声
で

鳴
き
ま
す
︒

　
高
い
木
の
枝
な
ど
に
止
ま
る
の

で
︑
声
は
聞
こ
え
る
け
ど
姿
が
見

当
た
ら
ず
︑
ず
っ
と
真
上
を
見
上

げ
て
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
て
︑

今
回
の
オ
オ
ル
リ
の
撮
影
も
苦
労

し
ま
し
た
︒

﹇ 
オ
オ
ル
リ

　久
留
米
市
内
に
て 

﹈

久留米市在住　高校 3年生
4 才の頃 ASD・ADHD の診断をうける
小 4～中3までの不登校を経て
現在は有馬高等学院 / 明蓬館STEC久留米に在学中
趣味は野鳥撮影・昆虫採集・絵を描くこと

野田寛馬
Photographer
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サポーターの皆様のご支援、ご理解に感謝しております。
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